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陰茎根部皮下の著明な好酸球浸潤を伴 う肉芽腫
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LIPOGRANULOMA WITH MARKED EOSINOPHILE 

    INFILTRATION IN MALE GENITALIA
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   A characteristic lipogranuloma in the male genitalia is presented. Histopathological examination 

revealed a granuloma resembling sclerosing lipogranuloma with marked eosinophile infiltration. 

Only 11 cases with such a histopathological feature have been reported. Including this case all cases 

have similar localization, shape and clinical course. The genesis of these granulomas is discussed.
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緒 言

男性性器 に 見 られ るsclerosinglipogranulomaの

わが 国にお け る報 告 例 は少 な い.そ の理 由 の一 つ に,

原因 とな るパ ラ フ ィ ンの使 用 がわ が国 で は少 ない こ と

があげ られ て い る.し か し,近 年 に な って 原因 とな る

パ ラフ ィンの使 用 を 認 め な いsclcrosinglil)09ranu-

lomaの 症例 報 告 が 散見 され る よ うに な った.し か も,

これ らの報 告 例 には 多 くの 共通 点 が あ り興 味 深 い.今

回われ われ は,こ の よ うな特 異 な 陰 茎根 部 の 肉 芽 腫を

経験 したの で,若 干 の 文献 的 考 察 を 加え て 報 告す る.

症 例

患者:44歳,男 性

主訴=陰 茎根部皮下の無痛性硬結

職 業=事 務 系 会社 員

既 往 歴 ・家 族 歴=特 記 すべ き こ とな し

現 病 歴:1986年ll月18日,陰 茎根 部 恥 骨前 面 皮下 の

しこ りに気 付 き,同 月20日 に 時 実 ク リー ッ クを 受 診.

熱 発,圧 痛,排 尿障 害 な ど特 に 自覚 症 状 は ない.病 変

部 へ の受 傷,パ ラフ1ン な どの 注入,薬 剤,化 粧 品 な

どの塗 布 な どの経 験 は な い.特 殊 な性 交,性 病,原 虫

症 な どに 羅患 す る機 会 な どを い ずれ も本 人は 否 定 して

い る.腫 瘤 の精 査 を 目的 と して 当科 入 院 とな る.

現症:身 長159.2cm、 体 重57.4kg,血 圧105/60

mmHg.脈 拍72ノ分 で 整、 体温36.4℃.栄 養 良 好.病

変 部以 外 の全 身 所 見 に特 に 異 常 な く,他 の皮 膚 病変 も

認 め な い.病 変 部 は,恥 骨前 面 の陰 茎 根 部皮 下 に陰 茎

を取 り巻 くよ うに 存在 し,4.5×2.5cm大 の 馬 蹄型 を

してい た(Fig.1).表 面 平 滑,境 界 明 瞭 で や や 可 動
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性の軟骨様の硬度.圧 痛なく,精 索との連絡も認めな

かった.表 面皮膚にも発赤などの変化は見られず,両

側鼠径部リンパ節の腫脹を認めなかった.陰 嚢内容,

陰茎に異常を認めず,前 立腺にも触診上異常所見を認

めなかった.

入院時検査所見:血 液,尿 検査などは,白 血球分画

で好酸球が20%と 著明に増加し,ま たCRPが 陽性

である以外,特 に異常所見はなく,血 中γグロブリン,

IgEな どの増加は認め られなかった.糞 便中の寄生

虫卵やアメーバ原虫,尿,喀 疾中の一般細菌や抗酸菌

についても,い ずれも陰性であった.心 電図,胸 腹部

単純撮影,排 泄性腎孟造影にも異常は認められなかっ

た(Tablel).

生検材料組織学的所見 ・1986年12月4日,腰 麻下に

鐵 烹鯵舞:撫

驚謬灘1
,竃 姻.曲.・ 疑.』… 二を ㌘

Fig.2.Microscopicappearanceoflipogranu.

loma(H&E,reducedfrom×100)

't覧 ソ タ ー

ン ・

葺 ●・`、 麟

鱗,・ 輝懇

,・
風 、や'・ 轟=

罐 懸織
'

あ… 溝 ・;'

霧麟・鯛灘
Fig.3.

笏
智

蹴 、・激 ノ 「 縮.
、 ・
.b・'.i..」1層 ・、./.,・.

MlcroscopicapPearanceoflipogranu・

loma(H&E,reducedfrom×400)

Table1.Laboratoryfindings

血液一般検査

RBC

WBC

Hb

Hct

Plt

453×104/mmS

5800!㎜'

14,6g/d2

42.9%

28.3×104!Mm3

HBsAg

HBsAb

血液化学 検査

TP

AIb

α1・91b

α2・91b

β ・91b

γ ・91b

FBS

PAP

LDH

尿検 査

潜血

糖

蛋白

糞便

寄生 虫卵

{一一)

(一}

7.29/d9

67.8%

3.5%

9.6%

7.ア%

11.4%

81㎎!d2

0.6KAU

177U〃

(一)

(一)

(一)

(一}

自血球分画(%)

Seg

Stab

Eo

Ba

Lym

Mo

TBiI

GOT

GPT

γ・GTP

ALP

TChoI

TG

AFP

CEA

30

6

包

2

35

7

O.7㎎ ノd2

21Ule

16U/2

19U/2

57u!2

189㎎!d2

148㎎!de

<50ng!nd

く1.Ong!m2

pH6.0

沈渣RBC(})

WBC(一)

赤痢ア メーバ(一)

血沈

ASLO

CRP

RA

Wa-R

Na

K

Cl

Ca

P

BUN

Crn

UA

IgE

6mm/lh

17㎜!2h

87Todd

O.74㎎/d2

11U!nd

(一)

140mEq/2

3.8mEq/e

104mEq!g

8.5㎎/d2

3.4㎎ ノde

14rngld2

1燭3mg!d2

3.3㎎ ノd2

141U/m2

一般細菌培 養1-)

抗酸菌培 養(一)



細見,ほ か:硬 化性脂肪肉芽腫 ・好酸球浸潤

腫瘤生 検を 施行 した.生 検 は 腫瘤 の右 側 の硬 結 に 対 し

て上部 の皮 膚 も含 め て 行 った.腫 瘤 は 精 索 とは 連 絡 な

く,皮 下 の脂 肪 織 内 に存 在 し,皮 膚,筋 膜 の いずれ と

も癒着 のな い 白い硬 結 であ った.顕 微 鏡 的 には,脂 肪

織が癒 合 したcysticspaceが 認 め られ,こ れ らは 膠

原線維 で分 割 され て い る(Fig.2).多 核 の異 物 型 巨 細

胞を 多数認 め,こ れ らの周 囲 は 小空 胞 で取 り囲 まれ て

お り貧 食球 と考 え ら れ る(Fig.3).全 体 に 好 酸球 浸

潤が著 し く,一 部 に類 上皮 細 胞 もみ られ る,乾 酪壊 死

巣は認 めず,PAS染 色 にて も,真 菌 な どのorgani-

smを 認 め なか った.

組 織診断!inflammatorypseudo-tumor,vithli-

pogranulomatousappearanceincludingmarked

eosinophileinfiltration.

退 院後経 過:病 理 学 的 に 悪性 所 見 を 認め な い ため 退

院 させ,抗 菌 剤,消 炎 剤投 与 にて 経 過 観察 を 続 けた,

腫瘤 は患 者 が気 付 いて か ら約8週 後 に 自然 消 退 し,同

時に末 梢血 の好 酸球 増 多 も認 め られ な くな った.そ の

後 さらに8週 間 の経 過 観察 にお い て も再 発 は認 め て い

ない.

考 察

本 症 例 の 病 理 所 見 はsclerosinglipogranulomaの

そ れ に 似 る が,著 名 な 好 酸 球 浸 潤 を 認 め る点 が,典 型

的 なsclerosinglipogranulomaと は 異 な る.

Sclerosinglipogranulomaは,パ ラ フ ィ ンの 皮 下

注 入 に よ って 起 こ る い わ ゆ るparaMnomaに 始 ま り,
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1950年Smctana&Bcrnhardi'に よ る 外傷 性 の 変

性 脂肪 を原 因 とす る肉 芽 腫 を 含め たsclcr`)singlipo-

granulomaの 概 念 へ と展 開 さ れ た,1977年,OcrtcI

&Johnson2)は,分 光分 析 に よる再 検 討 で,内 因性

の 変性 脂 肪 が 原因 と され てい た症 例 に 外 因性 の ・・ラ フ

ィンを検 出 し,そ れ 以来 原因 不 明 と考 え られ る症 例 に

対 し,分 光 分析 な ど が 行 わ れ る よ う に な り,baby

oil3).vitaminEd)な ど の 外 因性 油脂 に よるsclero-

singlipogranulomaが 報 告 され る よ うに な った.わ

れ わ れ の 症 例 では 原 因 と なる 外因 性 油脂 は 詳細 な問 診

に よって も判 明 しなか った が,分 光 分析 な どを 行 って

い ない た め,完 全 に この 様 な原 因 の存 在 を 否定 し得 た

わ け で は な い.一 方,わ れ われ の 症例 では 好酸 球 の著

明 な浸 潤 を 見て い るが,こ れ は 従来 のsclerosingli-

pogranulomaに は見 られ ない 特 微 で,あ るい は 原因

解 明の 糸 口と も考 え られ る,

今回 われ わ れ の経 験 した よ うな,原 因 不 明の 陰 茎 周

囲 のsclerosinglipogranulomaに 似 た 病 理所 見 に

好 酸 球 浸潤 を 伴 う腫 瘤 の 本邦 報 告 例は,わ れ わ れ の調

べ 得 た か ぎ り で は 自験 例 を 含め て12例5-1:)に 及 ぶ

(Table2).

好 酸球 浸 潤 が み られ る点 に つ い て堀 井 ら7).お よび

吉 田 ら12)は,ア レルギ ー性 機 序 の 関 与 に着 目 してい

る.ま た これ と関 連 して福 山 ら10)は,何 らか の寄 生 虫

感 染 が原 因 で は ない か と示 唆 して いる.腫 瘤 が 会陰 よ

り陰 茎根 部 に至 るY字 型 であ る点 に 着 目 し,肛 門側 よ

りの 寄生 虫 感染 が 原 因 であ る とす る仮説 であ るが,わ

Tab藍e2. Casesoflipogranulomawitheosinoph且einfiltrationinmalc

gcnitaliareportedinJapan

No, 年令 形 状 診 断 名 経 過

1.石 塚 他36才 陰嚢中央部,尿道をとり囲む板状 炎症性肉芽腫 摘 除

2.高 橋 他43才 会陰部より陰茎根部に至るY字 型Sclerosinglipogranuloma摘 除

3.高 橋 他37才 会陰部より陰茎根部に至るY字 型Scleresinglipogranuloma摘 除

4.堀 井 他38才 会陰部より陰茎根部に至るY字 型Sclerosinglipogranuloma摘 除

5.堀 井 他33才 会陰部より陰茎根部に至るY字 型Sclerosinglipogranutoma摘 除

6.高 橋 他32才 会陰部よリ陰茎根部に至 るY字 型Sclerosinglipogranuloma

7.松 井 他34才 陰茎背側根部の馬蹄型

8.福 山 他50才 会陰部より陰茎根部に至るY字 型

9,張 他39才 陰嚢中央部板状

10.吉 田 他39才 会陰部より陰茎根部に至 りさらに

陰茎をとり囲むリング状

11.畑 山 他38才 会陰部より陰茎根部をとり囲み両

側鼠径部に至るリング状

12,自 験 例44才 陰茎背側根部の馬蹄型

lnflammatorypseudotumor

著明 な好酸球浸潤を伴 う肉芽腫

Sclerosinglipogranuloma

保存的治療に
て自然消退

摘 除

保存的治療に
て自然消退

摘 除

Granulomatouspanniculitis摘 除

Sclerosinglipogranulema

著明 な好酸球浸潤を伴 う肉芽腫

部分切除

保存的治療に
て自然消退

皮フに
浮腫(十)
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れ わ れ の症 例 で は 会陰 部 と特 ヶこ連 絡が な く,ま た 糞 便

寄 生 虫卵 陰 性 で あ り,組 織 中 に真 菌な どのorganism

を 認 め なか った.

これ らの 症例 のほ とん どが 大 阪 を中 心 と した 地 域 で

認 め られ る点 に注 目す る む き も多 く(飛 田1n)),感 染

症 は 考 え得 る 原因 の 一つ であ る.

Lipogranulomaは,全 身 の他 の部 位 で も見 られ,

眼 窩 脂肪 肉芽腫 もそ の1例 で あ る.明 らかに 外 因性 の

油 脂 が原 因 の もの15・16)もみ ら れ る が,外 傷 性 を 疑 う

ものや(曽 谷 らIT)),原 因 の全 く解 らな い もの(和 田

らIS))も み られ,特 に 曽谷 らの症 例 で は好 酸 球 の 浸潤

も認 め られ て い る.眼 窩に お け るlipogranulomaで

も この よ うにわ れ わ れ の例 に類 似 した 症 例 が 散見 さ

れ,松 井 ら11)は,眼 窩1ipogranulomaを 含む よ り大

きな 概 念 と し て のinflammatorypseudotumorを

そ の症 例 の診 断 名 と してい る.

われ わ れ の症 例 を 含め,Table2の12症 例 中6症 例

で末 梢血 の 好 酸球 増 多 を認 め て い るが,こ の こ とは こ

れ らの症 例 が,同 様 の皮 膚 病変 を 持 つ全 身 疾患 の一 部

で あ る こ と も考 慮 しなけ れ ぽ な らな い.こ の よ うな皮

膚 疾患 にWelrssyndrome,Weber-Christiandisease

な どが あ るが臨 床 症状,病 理1象な どに よ りいず れ も否

定 され る.

この よ うに考 え ると,こ れ ら12症 例 は,sclcrosing

lipogranulomaの 一亜 型 と も考 え ら れ る が,全 く別

の 疾患 であ る可 能 性 も大 き く,現 在 の と ころ原 因 お よ

び 病態 は 不 明 とい わ ざ るを 得 ない.こ れ ら12症 例tcは

非 常に 特 徴 的 な共 通点 が み られ る.す なわ ち,陰 茎根

部を取 り巻 く よ うな特 異 な 形態 を 示 し,精 索,睾 丸,

副 睾丸 と連 絡が な く,組 織 学上 好 酸球 浸 潤 を認 め,特

に 明 らか な 発症 原 因が 認 め られ ず,保 存 的 治療 に よ り

自然消 退 す る傾 向 に あ るな どの点 で あ る.自 験 例 で は

生 検に よ り本症 と診断 し,保 存 的 治療 で経 過観 察 を 行

って腫 瘤 の 自然 消 退を み た.本 邦 報告 例 に は腫 瘤 摘除

の 例が 多 い が,保 存 的 治療 の可 能 な こ とを 考 え る と,

この よ うな疾 患 の存 在 の 認識 が 必 要 では な いか と思わ

れ る.

結 語

陰茎根部皮下の著明な好酸球浸潤を伴 う肉芽腫の1

例 を経験したので,過 去tcみ られる同様の症例11例 を

合わせて検討した.こ れ らは新しい疾患である可能性

も高く,今 後の検討が望まれる.

本症例は第118回 日本泌尿器科学会関西地方会(昭 和62年

2月21日,京 都市)に て発表 した.

イ輪 文 投稿 後,冨 岡 ら(臨 泌,41:911～914,1987)に よ

り,同 様症例5例 が報告 された ことを付記する.
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